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ま
え
が
き

本
稿
は
、去
る
5
月
7
日
、芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
「
市
民
の
意
見
30
・
関
西
」
で
の
講

演
を
要
約
し
、
若
干
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
当

日
は
土
砂
降
り
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
33
名
の

出
席
を
得
た
。

Ｅ
Ｕ
の
変
質

日
本
で
は
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
を
も
っ
ぱ
ら
経
済

の
文
脈
で
語
り
が
ち
だ
。
だ
が
、
欧
州
統
合
が
そ

も
そ
も
不
戦
共
同
体
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
点
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
二
度
の
世

界
大
戦
が
い
ず
れ
も
欧
州
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。

冷
戦
終
結
後
の
１
９
９
２
年
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ

ト
条
約
が
調
印
さ
れ
、
翌
年
11
月
1
日
に
Ｅ
Ｕ
が

発
足
し
た
。
し
か
し
、
既
に
そ
の
頃
か
ら
欧
州
統

合
に
お
け
る
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
が
指
摘
さ
れ

て
い
た
。
何
も
か
も
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
一
方
的
に

決
定
さ
れ
る
と
の
不
満
は
、
地
方
自
治
を
尊
重
す

る
「
補
完
性
の
原
理
」
が
掲
げ
ら
れ
て
以
降
も
解

消
さ
れ
て
い
な
い
。

欧
州
統
合
に
は
拡
大
と
深
化
と
い
う
側
面
が
あ

る
が
、
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
進
め
る
の
か
に
つ
い
て

は
当
事
者
た
ち
も
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
共
通
外
交
安
保
政
策
を
持
つ
こ
と

に
な
っ
た
Ｅ
Ｕ
は
１
９
９
９
年
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北

大
西
洋
条
約
機
構
）
事
務
総
長
だ
っ
た
ハ
ビ
エ
ル
・

ソ
ラ
ー
ナ
を
そ
の
上
級
代
表
に
迎
え
た
。
ま
た
、

２
０
０
２
年
か
ら
共
通
通
貨
ユ
ー
ロ
が
流
通
す
る

よ
う
に
な
り
、「
強
い
通
貨
に
は
強
い
軍
事
力
が

必
要
」
と
の
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

加
盟
国
が
27
ヵ
国
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
た

２
０
０
７
年
、
統
合
を
加
速
す
る
リ
ス
ボ
ン
条
約

が
調
印
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
社
会
的
市
場
経
済

で
は
な
く
「
自
由
競
争
を
伴
う
開
か
れ
た
市
場
経

済
の
原
則
」、
完
全
雇
用
で
は
な
く
「
高
水
準
の

雇
用
」
で
取
り
繕
う
新
自
由
主
義
と
、「
加
盟
国

は
自
己
の
軍
事
的
能
力
を
着
実
に
向
上
さ
せ
る
義

務
」
を
負
い
、「
軍
事
的
能
力
に
関
し
て
︙
︙
恒

常
的
構
造
的
協
力
」
を
行
っ
て
、「
領
土
内
に
お

け
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
戦
い
に
際
し
て
、
第
三
国

を
支
援
」
す
る
と
い
う
軍
事
化
が
公
然
化
し
た
。

Ｅ
Ｕ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
戸
衛
一

特集２　世界から
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翌
年
9
月
、
米
国
で
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

の
発
生
、
翌
々
年
10
月
、
ギ
リ
シ
ャ
で
の
財
政
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
の
発
覚
を
機
に
、
ユ
ー
ロ
圏
は
深
刻

な
経
済
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
当
時
、
財
政
状
況

の
厳
し
い
国
々
は
ま
と
め
て
「
ピ
ッ
グ
ス
」
と
呼

ば
れ
た
り
し
た
が
、
そ
う
し
た
侮
蔑
的
言
説
自
体

が
欧
州
統
合
の
原
点
か
ら
の
乖か

い

離り

を
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
随
一
の
経
済
大
国
ド
イ
ツ
は
各
国

に
緊
縮
財
政
を
強
要
、
社
会
学
者
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・

ベ
ッ
ク
は
「
ド
イ
ツ
化
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
危

険
性
を
指
摘
し
た
。

そ
ん
な
Ｅ
Ｕ
が
２
０
１
２
年
、
よ
り
に
よ
っ
て

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
け
た
。
直
後
の
２
０
１
４

年
5
月
欧
州
議
会
選
挙
で
は
、
英
「
独
立
党
」、

仏
「
国
民
戦
線
」、
伊
「
5
つ
星
運
動
」、
オ
ラ

ン
ダ
「
自
由
党
」、
独
「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択

肢
」
な
ど
極
右
・
反
Ｅ
Ｕ
政
党
が
躍
進
し
た
。

２
０
１
５
年
の
「
難
民
危
機
」、
翌
年
6
月
23
日

国
民
投
票
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
コ
ロ

ナ
危
機
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
端
を
発
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
危
機
・
イ
ン
フ
レ
等
々
、
欧
州
統
合
は
立

て
続
け
に
厳
し
い
局
面
に
晒
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
昨
年
10
月
17
日
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
の
た
め
の
Ｅ
Ｕ
軍
事
支
援
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（EU
M

A
M

 U
kraine

）
が
発
足
し
、
Ｅ
Ｕ
の
軍
事
化

が
一
層
露
わ
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
西
側
軍
事
同

盟
で
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
比
べ
、Ｅ
Ｕ
は
多
分
に「
平

和
的
」な
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
て
い
る
。だ
が
、「
平

和
」
の
概
念
を
社
会
構
造
や
思
想
・
文
化
領
域
に

ま
で
広
げ
て
考
え
る
と
、
新
自
由
主
義
に
埋
め
込

ま
れ
た
Ｅ
Ｕ
の
暴
力
性
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

実
際
、
２
０
１
７
年
に
発
効
し
た
Ｅ
Ｕ
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
連
合
協
定
は
、
貿
易
自
由
化
の
た
め
の
構

造
調
整
、
規
制
撤
廃
、
緊
縮
政
策
が
要
求
さ
れ
、

「
労
働
基
準
が
保
護
主
義
の
目
的
に
用
い
ら
れ
て

は
な
ら
な
い
」
と
釘
を
刺
さ
れ
る
「
自
発
的
併
合

の
文
書
」（
ピ
エ
ー
ル
・
ラ
ン
ベ
ー
ル
）
と
評
さ
れ
て

い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
昨
年
6
月
Ｅ
Ｕ
加
盟
候
補

国
に
な
っ
た
が
、
2
ヵ
月
後
、
被
用
者
の
7
割
を

占
め
る
、従
業
員
２
５
０
人
以
下
の
中
小
企
業
で
、

労
働
法
の
適
用
が
除
外
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

オ
ラ
ー
フ
・
シ
ョ
ル
ツ
独
首
相
（
社
会
民
主
党
）

は
昨
年
8
月
下
旬
、「
西
バ
ル
カ
ン
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

モ
ル
ド
ヴ
ァ
、
将
来
的
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
も
Ｅ
Ｕ

に｣

と
発
言
し
た
。
だ
が
、
Ｅ
Ｕ
が
利
潤
至
上
主

義
の
新
自
由
主
義
路
線
と
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
一
体
化

す
る
か
の
よ
う
な
軍
事
化
路
線
を
続
け
る
の
で
あ

れ
ば
、
早
晩
そ
の
根
本
的
な
存
在
理
由
が
問
わ
れ

よ
う
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

「
ソ
連
の
脅
威
」
に
対
抗
し
、
ド
イ
ツ
を
封
じ

込
め
る
た
め
に
１
９
４
９
年
に
結
成
さ
れ
た
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
は
、
本
来
冷
戦
の
終
結
で
そ
の
役
割
を
終
え

た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、「
冷
戦
の
勝
者
」
意

識
に
酔
う
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
、「
大
西
洋
か
ら
ウ
ラ
ル

山
脈
ま
で
」（
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
）
と
い
う

欧
州
全
域
の
安
全
保
障
構
想
に
ま
と
も
に
向
き
合

わ
ず
、
他
方
で
組
織
・
利
権
維
持
の
た
め
「
民
族
・

地
域
紛
争
」
や
ら
「
平
和
維
持
活
動
」
や
ら
と
理

由
を
つ
け
て
「
自
分
探
し
」
を
続
け
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
関
連
し
て
、
か
つ
て
米
国

が
ソ
連
／
ロ
シ
ア
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
方
不
拡
大
を

約
束
し
た
の
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
研

究
者
の
立
場
か
ら
言
え
る
の
は
、「
ド
イ
ツ
統
一
」

を
国
際
的
に
承
認
し
た
「
２+

４
条
約
」（
１
９
９
０

年
9
月
12
日
、
モ
ス
ク
ワ
で
調
印
）
が
、
ソ
連
軍
撤
退

後
、
旧
東
ド
イ
ツ
地
域
に
「
外
国
軍
が
駐
留
し
て

も
、
核
兵
器
あ
る
い
は
核
兵
器
搭
載
手
段
が
配
備

さ
れ
て
も
な
ら
な
い
」（
第
5
条
第
3
項
）
と
明
記
し

た
以
上
、
ソ
連
／
ロ
シ
ア
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
進

の
見
通
し
に
つ
い
て
か
な
り
楽
観
視
し
た
と
し

て
も
無
理
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
平
和
学
者
、
ヨ
ハ
ン
・
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ

は
、
１
９
９
７
年
7
月
、
マ
ド
リ
ッ
ド
首
脳
会
議

で
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
の
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
加
入
が
決
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
「
第
二
次
冷

戦
」
が
始
ま
っ
た
と
評
し
て
い
る
。

米
国
な
い
し
西
側
は
冷
戦
終
結
以
降
、
１
９
９ 

９
年
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
空
爆
、
２
０
０
１
年
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
、２
０
０
３
年
イ
ラ
ク
戦
争
、

は
た
ま
た
２
０
１
１
年
リ
ビ
ア
へ
の
「
人
道
的
介

入
」
と
、（
し
ば
し
ば
国
連
安
保
理
の
承
認
な
し
に
）
武
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力
行
使
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
ま
た
、
弾
道
弾
迎

撃
ミ
サ
イ
ル
制
限
条
約
（
Ａ
Ｂ
Ｍ
条
約
）
か
ら
の
脱

退
、
欧
州
通
常
戦
力
条
約
（
Ｃ
Ｅ
Ｆ
条
約
）
の
未
批

准
、
中
距
離
核
戦
力
全
廃
条
約
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
）
の

破
棄
な
ど
、
軍
縮
面
で
の
身
勝
手
な
ふ
る
ま
い
も

目
立
っ
た
。

一
方
で
、
西
側
は
「
民
主
主
義
対
専
制
主
義
」

の
構
図
を
強
調
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
「
民
主

主
義
」
は
内
実
が
形
骸
化
し
た
「
ポ
ス
ト
・
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
」（
コ
リ
ン
・ク
ラ
ウ
チ
）だ
と
指
摘
さ
れ
て

久
し
い
し 

、
今
や
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
、
大
衆

の
中
の
嫉
妬
や
偏
見
、
差
別
感
情
に
訴
え
か
け
る

「
道
化
師
政
治
家
」（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
サ
ル
モ
ン
）
が

闊
歩
し
て
い
る
有
様
で
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
次
世
界
大
戦
へ
？

こ
の
よ
う
な
指
摘
を
す
る
と
、「
お
前
は
プ
ー

チ
ン
の
戦
争
を
擁
護
す
る
の
か
」
と
あ
ら
ぬ
誤
解

を
す
る
人
が
い
る
。
昨
年
北
京
冬
季
五
輪
直
後
、

国
連
の
休
戦
決
議
期
間
中
の
2
月
24
日
、
ロ
シ
ア

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
始
め
た
「
特
別
軍
事
作
戦
」
は
、

主
権
尊
重
、
領
土
不
可
侵
、
武
力
行
使
の
禁
止
と

い
う
第
二
次
世
界
大
戦
後
国
際
秩
序
の
基
本
原
則

を
蹂
躙
す
る
侵
略
戦
争
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な

い
。
だ
が
、
国
際
規
範
に
対
す
る
欺
瞞
的
態
度
は

東
西
の
大
国
に
共
通
す
る
の
で
あ
っ
て
、「
敵
か

味
方
か
」
と
い
う
戦
時
思
考
に
左
右
さ
れ
て
評
価

を
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。

ロ
シ
ア
の
侵
攻
開
始
以
来
、
西
側
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
軍
事
的
・
政
治
的
・
経
済

的
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。
日
本
と
同
様
第
二
次

大
戦
以
降
「
反
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」

が
支
配
的
だ
っ
た
ド
イ
ツ
も
、「
時
代
の
転
換
」

（
２
０
２
２
年
2
月
27
日
、
シ
ョ
ル
ツ
首
相
）
の
呼
び
声

と
と
も
に
自
国
の
軍
備
強
化
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事

支
援
の
方
向
に
舵
を
切
っ
た
。

た
だ
し
、
当
初
首
相
の
姿
勢
は
多
分
に
自
制
的

で
あ
っ
た
た
め
、
連
合
政
権
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
緑

の
党
と
自
由
民
主
党
か
ら
激
し
い
批
判
を
浴
び
せ

ら
れ
た
。
そ
の
激
烈
さ
は
、「
ア
カ
（
ロ
ー
ト
）
に

な
る
よ
り
死
（
ト
ー
ト
）
を
」
と
叫
ん
だ
冷
戦
期

の
反
共
ミ
リ
タ
リ
ス
ト
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
特
に

緑
の
党
は
「
民
主
主
義
」
を
盾
に
、
軍
事
と
経
済

の
二
重
の
意
味
で
東
西
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
超
え
よ
う

と
し
た
結
党
時
の
精
神
を
完
全
に
放
棄
し
た
感
が

あ
る
。

ド
イ
ツ
は
、
1
月
19
日
ボ
リ
ス
・
ピ
ス
ト
リ
ウ

ス
（
社
会
民
主
党
）
が
国
防
相
に
就
任
し
て
以
降
、

軍
事
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示

し
て
い
る
。
6
月
12
～
23
日
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
史

上
最
大
の
空
軍
演
習「
エ
ア
ー
・
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー

23
」
を
主
導
し
た
。
こ
れ
に
は
25
カ
国
、
1
万
人

が
参
加
し
た
が
、
現
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
以
外
で
臨

ん
だ
の
は
日
本
の
み
で
あ
る
。

６
月
14
日
に
は
、
初
の
「
国
家
安
全
保
障
戦

略
」
を
発
表
、「
防
御
力
、
回
復
力
、
持
続
可
能

性
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
自
然
災

害
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、
水
質
、
国
防
、
食
糧
・

医
薬
品
の
備
蓄
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
領
域
を
包

括
す
る
「
統
合
安
全
保
障
」
を
打
ち
出
し
た
。
軍

事
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
へ
の
引
き
上
げ
や
、
武
器
輸

出
を
通
じ
た
連
携
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

6
月
26
日
国
防
相
は
、
連
邦
軍
将
兵
４
０
０
０
人

（
＋
家
族
）
が
リ
ト
ア
ニ
ア
に
常
駐
す
る
こ
と
も
公

表
し
た
。

西
側
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
支
援
は
今
や
、
米
国

に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
供
与
の
発
表
（
7
月
7

日
）
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
殺
傷
力
が
高
い
だ
け

で
な
く
、
不
発
と
し
て
残
っ
た
一
部
が
無
差
別
に

民
間
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
禁

止
す
る
条
約
に
は
、
２
０
０
８
年
世
界
の
半
数
の

国
々
が
署
名
し
、
現
在
は
１
１
１
ヵ
国
が
加
盟
し

て
い
る
。米
国
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
条
約
不
参
加
は
、

こ
の
残
虐
な
無
差
別
兵
器
の
供
与
を
正
当
化
す
る

理
由
に
は
な
ら
ず
、
西
側
が
喧
伝
す
る
「
人
権
」

の
偽
善
性
を
示
す
も
の
と
指
弾
さ
れ
て
も
仕
方
あ

る
ま
い
。

こ
う
し
た
暴
力
の
連
鎖
が
第
三
次
世
界
大
戦
に

繋
が
り
か
ね
な
い
こ
と
を
、
誰
が
否
定
で
き
よ
う

か
。「
狂
気
は
個
人
に
あ
っ
て
は
稀
有
な
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
集
団
・
党
派
・
民
族
・
時
代
に

あ
っ
て
は
通
例
で
あ
る
」
と
い
う
ニ
ー
チ
ェ
の
警

句
が
今
ほ
ど
切
迫
感
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。



13
市民の意見  NO.198　2023/8/1

特
集
２　
世
界
か
ら

ド
イ
ツ
で
も
平
和
運
動
は
「
プ
ー
チ
ン
の
第
五

列
」
な
ど
と
中
傷
を
受
け
、
盛
り
上
が
り
を
欠
い

て
い
る
。「
武
器
な
し
に
平
和
を
創
る
」
は
ド
イ

ツ
平
和
運
動
の
伝
統
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た

が
、
今
や
「
よ
り
多
く
の
武
器
で
平
和
を
創
る
」

と
い
う
「
新
し
い
平
和
運
動
」
が
大
手
を
振
る
い
、

極
右
が
「
唯
一
の
平
和
政
党
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。

「
Ｇ
７
番
外
地
」
を
潰
そ
う
！

そ
れ
で
も
西
側
諸
国
は
、
少
な
く
と
も
建
て
前

と
し
て「
民
主
主
義
」「
人
権
」「
法
治
国
家
」と
い
っ

た
普
遍
的
価
値
を
掲
げ
る
。
だ
が
Ｇ
７
議
長
国
日

本
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
、
報
道
の
自

由
ラ
ン
キ
ン
グ
、
入
管
法
の
改
悪
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

へ
の
「
理
解
増
進
法
」
等
々
、
堂
々
た
る
「
Ｇ
７

の
番
外
地
」（
古
関
彰
一
）
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
る
。

安
倍
晋
三
が
２
０
１
２
年
に
首
相
に
返
り
咲
い

て
以
来
、
こ
の
国
の
支
配
者
た
ち
は
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
虚
言
を
弄
し
て
（
典
型
的
な
の
は
「
積
極
的
平
和

主
義
」）、
ひ
た
す
ら
戦
争
国
家
へ
の
道
を
歩
ん
で

い
る
。
か
つ
て
ア
ジ
ア
と
日
本
の
民
衆
を
戦
禍
に

巻
き
込
ん
だ
張
本
人
た
ち
が
米
国
の
お
か
げ
で
復

権
で
き
た
た
め
、
そ
の
子
や
孫
が
ど
こ
ま
で
も
対

米
従
属
を
決
め
込
む
の
は
、
少
な
く
と
も
事
情
と

し
て
は
理
解
で
き
る
。だ
が
、日
本
を「
エ
バ
国
家
」

「
サ
タ
ン
国
家
」
と
呼
ぶ
カ
ル
ト
教
団
と
の
癒
着

は
、
も
は
や
理
性
の
範
疇
を
越
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
デ
タ
ラ
メ
な
現
代
日
本
国
家
は
今

や
、「
君
た
ち
、
中
国
に
勝
て
る
の
か
」
と
い
う

安
倍
の
「
遺
言
」
に
応
え
る
べ
く
総
力
戦
体
制
を

築
こ
う
と
し
て
い
る
。
こ
ん
な
「
Ｇ
７
番
外
地
」

を
潰
さ
な
け
れ
ば
、
国
民
は
ま
た
ぞ
ろ
悲
惨
な
目

に
あ
わ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
往
時
の
そ

「
米
中
の
大
国
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
た
く
な

い
！
」
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
で
昨
年
以
来
、
学

生
や
市
民
に
よ
る
集
会
、デ
モ
が
相
次
い
で
い
る
。

今
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
「
台
湾
有
事
」
を
巡
る
米

中
の
対
立
で
、両
国
の
板
挟
み
の
状
況
に
置
か
れ
、

さ
ら
に
日
本
政
府
が
今
年
4
月
5
日
に
発
表
し
た

新
制
度
「
政
府
安
全
保
障
能
力
強
化
支
援
（
Ｏ
Ｓ

Ａ
）」
に
よ
り
、
自
衛
隊
の
共
同
訓
練
も
強
化
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

米
軍
が
自
由
に
「
巡
回
し
駐
留
で
き
る
」
拠

点
を
拡
大

昨
年
以
来
、
米
国
首
脳
た
ち
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
外

交
が
活
発
に
な
っ
た
。

２
０
２
２
年
11
月
、
ハ
リ
ス
副
大
統
領
が
訪
比

し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
に
対
す
る
米
国
の
決
意
を

れ
は
「
悲
劇
」
だ
が
、
今
度
は
「
茶
番
」
だ
。

（
き
ど
・
え
い
い
ち
／
大
阪
大
学
招
聘
教
授
、
ド
イ
ツ
現
代

政
治
・
平
和
研
究
）

表
明
し
た
。
そ
の
後
、
今
年
1
月
29
日
～
2
月
2

日
に
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
国
防
長
官
が
訪
比
し
、
全

国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
基
地
の
う
ち
9
ヵ
所
で
米
軍

が
「
巡
回
し
、
駐
留
で
き
る
」
と
い
う
合
意
を
と

り
つ
け
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
47
年
間
に
わ
た
り
米
国
の
植

民
地
支
配
下
に
置
か
れ
（
１
８
９
８
年
～
１
９
４
５

年
）、
太
平
洋
戦
争
中
は
日
本
軍
が
４
年
間
占
領

し
、
日
米
の
壮
絶
な
決
戦
場
と
な
っ
た
。
戦
争
末

期
、
後
退
を
強
い
ら
れ
た
日
本
軍
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

各
地
に
逃
げ
の
び
、
住
民
に
対
し
て
残
虐
な
強
奪

や
殺
害
を
繰
り
広
げ
た
。

戦
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
独
立
し
た
後
も
、
米
国

は
「
太
平
洋
の
要
石
」
と
し
て
、
ア
ジ
ア
最
大

の
ク
ラ
ー
ク
空
軍
基
地
（
３
・
３
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
シ

ア
メ
リ
カ
の
捨
て
駒
に
は
な
ら
な
い
！

米
・
日
が
強
化
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
軍
事
化
―
「
台
湾
有
事
」
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